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(1) 動機： 

環境価値の観点から国内外を問わず，地方都

市における主要なランドマーク周辺の人の流れを

考察している．ここでは従来の危険予知への取り組

みに比べて時空間精度の目標は緩和される．しか

し，現在までの時空間軌道群と EV（環境価値）の

取得実績のみでは今後の需要予測に十分な学習

データと推論規則を獲得できない．そこで本研究

では過去のデータでありながら，共通する状況で

駆動されたと仮定できる人の流れに注目する．  

(2) アプローチ： 

人の流れには普遍的な成分と特殊性による成分

があると仮定し，愛知県安城市の主要ランドマーク

周辺における移動需要の予測を試みる．過去の人

流実績に基づく多変量線形回帰予測と非負値因

子行列分解（NMF）をベースとし，人の流れデータ

と主要ランドマークの地理条件から多目的評価関

数の最適化を試みる． 

(3) 意義： 

地方都市における小規模の移動需要パターン

を数か月の移動実績データのみで予測することは

困難であり，人の流れデータの人属性（目的，職業，

年齢，性別，交通手段）と主要なランドマークやアト

ラクタ（駅，公園，市役所，ショッピングセンター他）

による裏付けが必要である（図１，図 2）． 

(4) 特徴： 

・ 人の流れデータによる属性データを用いること

で EV 取得実績のみではわからない人流と人属

性を推定することができる（図 3）． 

・ 多変量線形回帰予測と非負値因子行列分解に

人の流れデータを統合することで，他の地方都

市（近隣，異国を含む）にも展開できる､普遍的

な移動需要の時空間パターンが期待できる． 
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図 1 EV 購買と人の流れの関係. 

 
図 2 愛知県安城市の地理的背景 
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図 3 人の流れデータに基づく職業属性の空間分布（移動目的：日常的家事・買物）.. 
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